
Ⅰ 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果概要 

 

１ 実施概要 

（1）実施日  令和５年４月18日（火） 

（2）対象学年 小学校第６学年・中学校第３学年 

（3）実施教科等 

  ア 教科に関する調査 

    ・小学校第６学年：国語、算数 

    ・中学校第３学年：国語、数学、英語 

    注：「主として『知識・技能』に関する問題」と「主として『活用』に関する問題」

とを一体的に問う問題が出題されている。 

    注：中学校で４年ぶり２度目となる英語の教科調査が実施された。「話すこと」調

査については、１人１台端末等を用いたオンライン方式により実施。 

   イ 質問紙調査 

    ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する児童生徒に対する調査 

    ・学校における指導方法に関する取組等の学校に対する調査 

 

２ 平均正答率の状況（京都市含む） 

 
国語 算数・数学 

英語 

※話すことを除く３技能

（読む・聞く・書くこと） 

京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 

小学校 70 67.2 65 62.5   

中学校 71 69.8 52 51.0 47 45.6 

 

３ 結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 教科に関する調査 

小学校、中学校ともに、全ての教科で平均正答率が全国平均以上であり、下位 

層の割合が全国値よりも低い。 

〇 質問紙調査 

京都府においては、授業におけるＩＣＴ機器の使用頻度が全国に比べて高い。 
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Ⅱ　教科に関する調査結果の概要
　１　小学校の概要

　　表１　小学校　平均正答率（京都府・全国とも公立学校）
理科

京都府 全国
令和５年度

令和４年度 64 63.3
令和３年度

31年度 66 63.8 68 66.6

京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国
30年度 73 70.7 56 54.7 65 63.5 53 51.5 62 60.3
29年度 76 74.8 59 57.5 80 78.6 48 45.9
28年度 74.2 72.9 59.4 57.8 79.9 77.6 48.6 47.2
27年度 72.1 70.0 67.5 65.4 77.6 75.2 47.5 47.2 62.2 60.8
26年度 73.3 72.9 56.9 55.5 79.9 78.1 59.7 47.2
25年度 65.8 62.7 52.1 49.4 79.2 77.2 61.1 47.2

24年度
82.7～
83.8

81.4～
81.7

57.2～
59.1

55.4～
55.8

75.7～
77.3

73.1～
73.5

60.9～
62.7

47.2
61.6～
63.2

60.8～
61.1

22年度
84.8～
86.2

83.2～
83.5

79.4～
81.3

77.7～
78.0

77.3～
79.2

74.0～
74.4

51.6～
53.9

47.2

21年度 71.6 69.9 53.4 50.5 82.2 78.7 56.6 47.2
20年度 68.4 65.4 53.7 50.5 75.3 72.2 53.3 47.2
19年度 82.8 81.7 64.0 62.0 85.3 82.1 66.4 47.2

注：令和２年度は、新型コロナウイルス感染症に係る学校教育への影響等を考慮し、実施されていない。

　２　中学校の概要

　　表２　中学校　平均正答率（京都府・全国とも公立学校）

京都府 全国 京都府 全国
令和５年度 47 45.6
令和４年度 49 49.3
令和３年度

31年度 73 72.8 61 59.8 56 56.0

京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国 京都府 全国
30年度 77 76.1 62 61.2 67 66.1 48 46.9 66 66.1
29年度 78 77.4 73 72.2 66 64.6 49 48.1
28年度 75.8 75.6 67.2 66.5 63.3 62.2 45.0 44.1
27年度 76.7 75.8 66.5 65.8 65.3 64.4 42.5 41.6 52.6 53.0
26年度 79.4 79.4 51.3 51.0 67.7 67.4 60.1 59.8
25年度 76.3 76.4 68.2 67.4 64.2 63.7 42.9 41.5

24年度
74.2～
75.4

75.0～
75.2

61.5～
62.9

63.2～
63.4

61.6～
63.3

62.0～
62.3

47.3～
49.6

49.2～
49.5

48.7～
50.3

50.9～
51.1

22年度
74.2～
75.3

75.0～
75.2

63.4～
64.8

65.1～
65.5

62.8～
64.6

64.4～
64.8

40.9～
42.9

43.1～
43.5

21年度 75.9 77.0 73.0 74.5 62.3 62.7 55.5 56.9
20年度 73.5 73.6 61.0 60.8 64.1 63.1 49.5 49.2
19年度 81.4 81.6 72.0 72.0 72.8 71.9 61.2 60.6

注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。
注：平成31年度（令和元年度）から「知識」と「活用」を一体的に問う問題形式に変更されている。

- ２ -

69.8 52 51.0

英語
Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」

65 64.6 57 57.2

教科等
国　語 数学

理　科

英語
京都府 全国 京都府 全国

69 69.0 52 51.4
71

教科等
国　語 数学 理科

教科等
国　語 算　数

理　科
Ａ「知識」 Ｂ「活用」 Ａ「知識」 Ｂ「活用」

68 65.6 65 63.2
68 64.7 73 70.2

教科等
国　語 算　数

京都府 全国 京都府 全国
70 67.2 65 62.5 49

○ 小学校の国語、算数について、全国平均以上です。

○ 中学校の国語、数学、英語について、全国平均以上です。
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３ 小学校 正答数の分布状況

　　ア　国語

　　注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。

　　◇【小学校国語】　Ａ～Ｄ層の分布状況

- ３ -

○上の正答数分布状況グラフは、児童をその正答数によりＡ層からＤ層までの４

群に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。

○各教科・各年度の平均正答数以上の児童をＡ層（上位）、Ｂ層（中上位）、平
均正答数未満の児童をＣ層（中下位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ２分割して表示
しています。

○今年度の小学校国語の出題数は14問あり、全国の平均正答数が9.４問です。し
たがって、０～4問がＤ層、5～9問がＣ層、10～11問がＢ層、12～14問がＡ
層となります。

7.0%

5.5%

37.7%

34.3%

28.1%

27.8%

27.1%

32.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R５全国

R５京都府
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　　イ　算数

　　注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。

　　◇【小学校算数】　Ａ～Ｄ層の分布状況

- ４ -

○上の正答数分布状況グラフは、児童をその正答数によりＡ層からＤ層までの４群

に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。

○各教科・各年度の平均正答数以上の児童をＡ層（上位）、Ｂ層（中上位）、平均
正答数未満の児童をＣ層（中下位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ２分割して表示して
います。

○今年度の小学校算数の出題数は16問あり、全国の平均正答数が10.0問です。し
たがって、０～4問がＤ層、5～9問がＣ層、10～12問がＢ層、13～16問がＡ
層となります。
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４ 中学校 正答数の分布状況
　　　ア　国語
　　　注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。

　　◇【中学校国語】　Ａ～Ｄ層の分布状況

- ５ -

○上の正答数分布状況グラフは、生徒をその正答数によりＡ層からＤ層までの４群

に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。

○各教科・各年度の平均正答数以上の生徒をＡ層（上位）、Ｂ層（中上位）、平均
正答数未満の生徒をＣ層（中下位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ２分割して表示して
います。

○今年度の中学校国語の出題数は15問あり、全国の平均正答数が10.5問です。し
たがって、０～5問がＤ層、6～10問がＣ層、11～12問がＢ層、13～15問がＡ
層となります。

10.4%
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　　イ　数学
　　注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。

　　◇【中学校数学】　Ａ～Ｄ層の分布状況

- ６ -

○上の正答数分布状況グラフは、生徒をその正答数によりＡ層からＤ層までの４群

に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。

○各教科・各年度の平均正答数以上の生徒をＡ層（上位）、Ｂ層（中上位）、平均
正答数未満の生徒をＣ層（中下位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ２分割して表示して
います。

○今年度の中学校数学の出題数は15問あり、全国の平均正答数が7.6問です。し
たがって、０～3問がＤ層、4～7問がＣ層、8～11問がＢ層、12～15問がＡ層
となります。
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　　ウ　英語
　　注：都道府県別の平均正答率については、整数値のみ公表することとされている。

　　◇【中学校英語】　Ａ～Ｄ層の分布状況

- ７ -

○上の正答数分布状況グラフは、生徒をその正答数によりＡ層からＤ層までの４群

に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。

○各教科・各年度の平均正答数以上の生徒をＡ層（上位）、Ｂ層（中上位）、平均
正答数未満の生徒をＣ層（中下位）、Ｄ層（下位）にそれぞれ２分割して表示して
います。

○今年度の中学校英語の出題数は１７問あり、全国の平均正答数が7.7問です。し
たがって、０～３問がＤ層、４～７問がＣ層、８～1２問がＢ層、1３～１７問が
Ａ層となります。
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Ⅲ　質問紙調査結果の概要
＜児童生徒に対する調査＞

小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　国語の勉強は好きですか

Ｑ　国語の勉強は大切だと思いますか

68.8 

69.1 

25.3 

25.1 

3.9 

4.0 

1.9 

1.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

当てはまる どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない

当てはまらない

%

21.2 
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27.3 

25.2 
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当てはまらない

当てはまらない

- ８-

%

57.4 
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%



小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　算数[数学]の勉強は好きですか

Ｑ　算数[数学]の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか
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当てはまる どちらかといえば、
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- ９-
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小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　英語の勉強は好きですか

Ｑ  将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいと思いますか
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どちらかといえば、

当てはまらない

当てはまらない

%

36.6 

38.6 

30.0 

30.7 

19.5 

18.2 

13.8 

12.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

当てはまる どちらかといえば、
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- 10-
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小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　５年生までに[１、２年生のときに]受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用
しましたか

Ｑ　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、PC・タブレット
などのICT機器を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）
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小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　自分には、よいところがあると思いますか

Ｑ　いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか
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%

80.5 

80.3 

14.2 

15.2 

3.0 

2.8 

1.2 

1.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

当てはまる どちらかといえば、

当てはまる

どちらかといえば、

当てはまらない

当てはまらない

%



＜学校に対する調査＞

小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか

Ｑ　調査対象学年の児童[生徒]に対して、前年度までに、児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タ
ブレットなどのICT機器を、授業でどの程度活用しましたか

79.9 

65.2 

17.0 

25.4 

3.1 

8.4 

0.0 

0.9 

0.0 

0.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

ほぼ毎日 週３日以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

%

64.0 

62.6 

33.5 

35.9 

2.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

よくしている どちらかといえば、

している

あまりしていない 全くしていない

%

32.0 

45.2 

59.2 

49.5 

8.9 

5.3 0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

よくしている どちらかといえば、

している

あまりしていない 全くしていない
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%

76.9 

62.6 

17.2 

24.1 

5.3 

11.0 

0.6 

1.9 

0.0 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

ほぼ毎日 週３日以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

%

0.0



小学校

中学校

小学校

中学校

Ｑ　学校生活の中で、児童[生徒]一人一人のよい点や可能性を見つけ評価する（褒めるなど）取組
を行いましたか

Ｑ　（調査対象学年の児童生徒について）就学援助を受けている児童生徒の割合は、どれくらいです
か

4.2 

10.5 

11.5 

16.2 

20.9 

22.8 

21.2 

20.2 

15.6 

11.8 

9.2 

7.4 

6.1 

4.3 

7.0 

4.7 

4.2 

1.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

在籍していない ５％未満 ５％以上、10％未満
10％以上、15％未満 15％以上、20％未満 20％以上、25％未満
25％以上、30％未満 30％以上、50％未満 50％以上

%

1.2 

6.3 

4.1 

10.5 

9.5 

20.9 

29.0 

22.9 

26.6 

16.0 

10.7 

10.1 

7.7 

5.5 

8.9 

6.0 

2.4 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

在籍していない ５％未満 ５％以上、10％未満
10％以上、15％未満 15％以上、20％未満 20％以上、25％未満
25％以上、30％未満 30％以上、50％未満 50％以上

%

52.5 

60.8 

45.8 

38.1 

1.7 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

%

41.4 

54.8 

52.7 

43.5 

5.9 

1.7 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

京都府

全国

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった
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%
0.1



Ⅳ 京都市を除く教科の調査結果の概要 

１ 教科の概要（京都市を除いている。） 

 

 

 

 

 

（1）小学校国語 

    ・他の領域に比べ、書くことの領域に課題が見られる。図表やグラフなどを用いて、 

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかをみること（府 

正答率26.4％、無答率5.5％）に課題がある。 

    ⇒考えの形成を基に記述する資質・能力に関して系統的に指導することが重要。目 

的や意図に応じて書き分けたり、図表やグラフなどを用いて自分の考えが伝わる 

ように書き表し方を工夫したりすることが重要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国と比較して、Ⅾ層（下位）の割合は少ない傾向にあるが、算数・数学、 

英語においてはＡ層の割合も少ない。 

○領域や観点によって、全国平均を下回っているものもあるが、全国の傾向と大

きな違いはない。 
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条件の一つ目の二つの要素を満たしていない誤答が57.4％ 



（2）小学校算数 

    ・他の領域に比べ、図形領域に課題が見られる。特に、高さが等しい三角形につい

て、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述すること（府正答率19.5％）に課題がある。 

    ⇒三角形の面積をただ公式に当てはめて求めるだけではなく、日常の場面に対応さ

せたり、言語を用いて互いに説明し合ったりする指導することが重要。 
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具体的な高さを示さずに記述したり、高さについて捉えられていなかったりした誤答

が23.1％ 



（3）中学校国語 

    ・書くことの領域に課題が見られる。レポートの下書きの一部について、文の一部

を直す意図として適切なものを捉えること（府正答率54.6％）に課題がある。 

    ⇒書くことの学習では、相手意識と目的意識を踏まえて書くことが重要。推敲の場

面では、その目的と相手に合った書き表し方ができているかという意識で取り組

むよう指導することが重要。 
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「３『判じ絵』に興味をもったきっかけを明確にしようとした。」の誤答が29.4％ 



（4）中学校数学 

    ・複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を 

用いて説明すること（府正答率32.3％）に課題が見られる。 

    ⇒四分位範囲や箱ひげ図についての学習の際には、それらが意味することについ 

て、交流し、言語化させるなどの工夫が重要。 
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「2006年～2020年の黄葉日は、1991年～2005年

の黄葉日より遅くなっている傾向にある」と主

張することができる理由を説明することが求め

られているのに、箱ひげ図から読み取れること

のみ記述している誤答が15.2％であり、無回答

が18.4％ 



（5）中学校英語 

    ・書くことの領域に課題が見られる。与えられた英語を適切な形に変えたり、不足

している語を補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させること（府正

答率23.2％）に課題がある。 

    ⇒目的・場面・状況を踏まえた言語活動を位置付け、授業を展開することが重要。 
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疑問詞 where を用いているが、一般動詞の２人称単数過去形以外の疑問文を書いてい

る誤答が28.9％ 



 

 

Ⅴ 令和５年度全国学力・学習状況調査結果の教育局別概要 

 

 

 １ 教育局別の状況 

  (1) 平均正答率 

 

 

 

 

        

小学校 国語 算数 

全国 67.2 62.5 

京都府 70 65 

乙訓局 72 67 

山城局 68 63 

南丹局 68 62 

中丹局 69 64 

丹後局 66 60 

        

中学校 国語 数学 英語 

全国 69.8 51.0 45.6 

京都府 71 52 47 

乙訓局 73 56 53 

山城局 69 50 44 

南丹局 70 50 39 

中丹局 69 48 40 

丹後局 68 46 43 

 

(2) 児童生徒の学力状況（正答数分布状況より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 次の正答数分布状況グラフは、児童生徒をその正答数によりＡ層から

Ｄ層までの４群に分け、それぞれの人数の比率を示したものです。 

○ 各教科・各年度の平均正答数以上の児童生徒をＡ層（上位）、Ｂ層

（下位）、平均正答数未満の児童生徒をＣ層（上位）、Ｄ層（下位）に

それぞれ二分割して分析します。 

 例えば小学校国語の出題数は14問あり、全国の平均正答数が9.4問で

す。したがって、０～４問がＤ層、５～９問がＣ層、10～11問がＢ層、

12～14問がＡ層となります。  

○ 府内各地域の状況を教育局別の平均正答率で示しています。 

○ 各教育局別の平均正答率は、小学校、中学校ともに概ね全国平均に近い

値ですが、教科毎にみると一部に課題が見られます。 
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京都市含む 

京都市含む 



◆小学校第６学年正答数分布状況

イ　算数

ア　国語

4.2

6.2

5.6

4.6

6.9

5.5

7.0

31.9

38.0

42.2

37.3

41.1

34.3

37.7

29.6

27.3

25.9

30.2

28.1

27.8

28.1

34.3

28.6

26.4

27.9

23.9

32.3

27.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

乙訓局

山城局

南丹局

中丹局

丹後局

京都府

全国

D層（０～４問） C層（５～９問） B層（10～11問） A層（12～14問）

%
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5.6 

7.8 

8.0 

7.7 

8.7 

7.5 

9.8 

26.4 

31.2 

35.1 

31.4 

33.6 

29.0 

31.2 

31.0 

31.4 

33.7 

32.0 

31.9 

30.2 

29.2 

37.0 

29.5 

23.3 

28.9 

25.8 

33.2 

30.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

乙訓局

山城局

南丹局

中丹局

丹後局

京都府

全国

D層（０～4問） C層（5～9問） B層（10～12問） A層（13～16問）

%

（京都市含む）

（京都市含む）



◆中学校第３学年正答数分布状況

イ　数学

ア　国語

7.0

10.5

7.9

10.8

10.3

9.6

10.4

28.6

32.5

34.1

30.8

32.5

30.7

32.0

27.0

24.3

25.7

28.4

26.2

25.0

24.2

37.4

32.8

32.3

30.0

31.1

34.7

33.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

乙訓局

山城局

南丹局

中丹局

丹後局

京都府

全国

D層（０～5問） C層（6～10問） B層（11～12問） A層（13～15問）

%

11.0 

15.7 

14.2 

17.3 

16.7 

15.6 

17.5 

29.3 

33.5 

35.5 

34.5 

36.3 

31.0 

31.1 

37.0 

33.2 

33.6 

33.5 

33.0 

32.9 

31.6 

22.7 

17.6 

16.7 

14.6 

14.0 

20.3 

19.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

乙訓局

山城局

南丹局

中丹局

丹後局

京都府

全国

D層（０～３問） C層（４～７問） B層（８～11問） A層（12～15問）

%
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（京都市含む）

（京都市含む）



ウ　英語
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10.8 

15.6 

19.3 

21.3 

15.2 

14.9 

17.0 

28.9 

36.8 

41.5 

40.5 

38.0 

34.9 

35.7 

35.9 

31.5 

29.7 

29.3 

32.7 

31.4 

30.4 

24.4 

16.1 

9.5 

8.9 

14.1 

18.7 

16.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

乙訓局

山城局

南丹局

中丹局

丹後局

京都府

全国

D層（０～3問） C層（4～7問） B層（8～12問） A層（13～17問）

%

（京都市含む）


